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石
と
の
対
応
の
文
化
史
－
「
無
言
の
石
」
の
語
る
も
の
ー

--･
バ

後
　
藤
　
重
　
巳

　
石
（
岩
）
の
穴
に
凄
み
、
岩
に
絵
画
を
描
き
、
石
を
割
り
削
っ
て
道
具
を
作
る
な
ど
、
人
と
石
と
の
対
応
の
歴
史
に
は
古
く
、
久
し
い
も

の
が
あ
る
。
岩
山
や
立
石
に
は
神
性
が
宿
る
も
の
と
考
え
、
「
さ
ざ
れ
石
が
、
巌
と
な
る
」
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
君
が
代
」
の
歌

を
始
め
、
霊
石
が
成
長
す
る
と
す
る
各
地
の
「
扶
石
」
に
係
わ
る
民
話
な
ど
、
石
に
係
わ
る
話
に
は
お
よ
そ
事
欠
か
な
い
。

　
岩
石
は
、
ま
ず
そ
の
資
財
と
し
て
の
利
用
の
問
題
と
信
仰
（
民
俗
分
野
）
の
問
題
と
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
資
財
と
し
て
は
、
住
居
・

土
木
建
築
（
橋
・
堤
防
・
道
路
・
垣
・
暗
渠
ほ
か
）
、
道
具
（
石
器
・
臼
ほ
か
）
、
墳
墓
（
石
室
・
石
棺
ほ
か
）
、
城
廓
、
石
塔
碑
な
ど
利
用

の
分
野
は
枚
挙
に
暇
な
い
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
近
江
国
滋
賀
郡
下
坂
本
村
（
現
在
の
大
津
市
下
坂
本
町
）
に
生
ま
れ
た
木
内
小
繁
（
号
・
石

亭
）
は
、
十
一
歳
の
頃
か
ら
岩
石
に
興
味
を
持
ち
始
め
八
十
五
才
で
天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
、
石
の
虜
に
な
っ
た
。
彼
の
石
に
係
わ
る
記
録

が
著
名
な
『
実
根
志
』
で
あ
る
。
日
本
考
古
学
者
の
斎
藤
忠
氏
が
、
『
木
内
石
亭
』
な
る
人
物
志
を
著
し
た
の
は
『
実
根
志
』
中
に
考
古
資

料
と
し
て
の
「
石
器
」
が
多
く
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
時
の
科
学
者
・
平
賀
源
内
と
親
交
の
あ
っ
た
石
亭
は
、
閑

を
見
付
け
て
は
旅
を
し
、
石
に
関
す
る
珍
し
い
事
に
接
す
れ
ば
、
そ
れ
を
選
別
せ
ず
に
集
め
た
。
「
神
代
石
」
と
考
え
た
考
古
資
料
、
「
天
狗

の
爪
」
と
称
し
た
鯨
の
歯
の
化
石
な
ど
、
彼
は
石
の
博
物
学
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。



　
石
亭
な
ら
ず
と
も
、
人
々
は
い
つ
の
時
代
に
も
、
常
に
石
と
の
必
然
的
な
対
応
関
係
を
続
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
新
し
く
は
、
柳
田
国
男

の
『
石
神
問
答
』
は
、
石
信
仰
に
係
わ
る
民
俗
問
題
に
つ
い
て
、
多
大
な
課
題
を
提
起
し
た
。

　
さ
て
、
日
本
最
古
の
地
誌
『
古
風
土
記
』
に
は
、
石
や
岩
に
係
わ
る
多
く
の
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
古
典
説
話
に
見
え
る
石
信
仰
で
は
、

石
そ
の
も
の
に
超
自
然
的
な
力
が
内
存
す
る
と
い
う
考
え
と
、
石
に
神
霊
が
降
臨
・
憑
拠
す
る
と
い
う
考
え
な
ど
が
あ
る
（
『
日
本
社
会
民

俗
辞
典
』
な
ど
。
）
こ
れ
ら
の
石
信
仰
は
、
石
の
巨
細
・
所
在
場
所
・
形
状
・
色
彩
な
ど
、
色
々
な
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　
以
下
、
古
典
に
見
え
る
石
に
係
わ
る
説
話
や
信
仰
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
事
例
を
見
よ
う
。

　
　
『
出
雲
風
土
記
』
盾
縫
郡
神
名
樋
山
の
条
に
よ
る
と
、
こ
の
山
の
西
の
「
石
神
」
は
、
高
さ
一
丈
・
周
囲
一
丈
で
、
そ
の
傍
ら
に
小
さ
な

石
神
が
百
余
あ
る
。
古
老
の
伝
え
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ズ
キ
タ
カ
ヒ
コ
の
命
（
み
こ
と
）
の
妃
で
あ
る
ア
メ
ノ
ミ
カ
ジ
ヒ
メ
が
、
た
く
の
村
に

来
て
、
タ
ギ
ツ
ヒ
コ
の
命
を
生
ん
だ
時
、
命
の
社
は
こ
こ
が
い
い
と
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
石
神
は
、
タ
ギ
ツ
ヒ
コ
（
多
岐
都
比
古
）

の
御
霊
と
な
り
、
天
下
の
雨
乞
に
霊
験
が
あ
る
。

　
ま
た
、
飯
石
郡
琴
引
山
に
も
「
石
神
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
高
さ
二
丈
余
・
周
囲
も
二
丈
余
あ
る
と
い
う
。

　
　
『
播
磨
風
土
記
』
揖
保
神
島
の
浦
上
の
里
に
は
、
島
の
西
部
に
「
石
神
」
が
あ
り
、
形
が
仏
に
似
て
い
る
た
め
呼
称
し
た
も
の
だ
が
、
こ

れ
を
毀
損
し
た
新
羅
人
が
神
罰
を
受
け
た
。
ま
た
、
同
国
少
宅
（
お
や
け
）
の
里
に
は
、
「
石
神
」
が
凄
む
「
神
山
」
が
あ
る
。

　
　
『
肥
前
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
神
崎
郡
船
帆
の
塑
三
根
川
の
津
に
は
、
「
沈
（
い
か
り
）
石
」
四
個
が
あ
り
、
一
つ
は
高
さ
六
尺
・
回
り

五
尺
、
一
つ
は
四
尺
・
五
尺
、
こ
の
二
石
を
無
子
の
帰
女
が
拝
め
ば
必
ず
妊
娠
す
る
。
残
る
二
石
は
一
石
が
四
尺
・
五
尺
、
三
尺
・
四
尺
あ

り
、
日
照
り
の
時
、
雨
乞
を
す
れ
ば
、
必
ず
降
雨
が
あ
る
と
い
う
。
同
書
の
佐
嘉
郡
の
条
に
は
、
佐
嘉
川
の
川
上
の
石
神
は
「
世
田
姫
」
と

い
い
、
海
神
が
毎
年
参
詣
す
る
が
、
そ
の
折
、
多
く
の
鮎
が
同
道
す
る
。
こ
の
鮎
を
人
間
が
食
す
る
と
死
ぬ
と
い
う
。

　
石
に
係
わ
る
説
話
は
、
「
諸
国
古
風
土
記
」
の
ほ
か
、
『
日
本
書
紀
』
な
ど
六
国
史
や
他
の
古
典
の
中
に
も
散
見
し
、
古
代
お
け
る
石
信
仰

の
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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記
紀
に
見
え
る
天
照
大
神
の
岩
戸
隠
れ
の
話
や
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
そ
の
妻
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
を
求
め
て
「
黄
泉
の
国
」
に
行
き
、

醜
態
を
見
ら
れ
た
妻
が
、
現
世
に
逃
げ
返
る
イ
ザ
ナ
ギ
を
追
っ
て
来
る
が
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
「
黄
泉
の
ひ
ら
さ
か
」
で
、
「
千
引
岩
」
を
も
っ

て
「
黄
泉
塞
大
神
」
と
し
た
と
い
う
話
な
ど
は
、
古
代
史
に
お
け
る
石
の
構
造
物
や
石
の
持
つ
霊
力
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
石
に
係
わ
る
民
俗
の
問
題
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
の
興
味
の
あ
る
問
題
が
展
開
す
る
。

　
西
北
九
州
か
ら
薩
南
諸
島
・
琉
球
諸
島
に
か
け
て
、
各
地
の
海
岸
部
に
「
立
神
」
と
呼
ば
れ
る
立
ち
岩
や
岩
山
が
散
在
す
る
。
こ
の
「
立

神
」
は
、
海
上
航
海
者
の
航
海
安
全
祈
願
の
聖
地
と
し
て
神
霊
視
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
奄
美
大
島
の
名
瀬
港
の
「
立
神
」
は
名
高
く
、
今

だ
に
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
立
神
」
は
、
海
上
沖
か
ら
い
ち
早
く
航
海
者
の
目
に
と
ま
り
航
行
の
標
識
に
な
っ
た
た
め
、

道
案
内
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
石
を
も
っ
て
、
「
年
占
」
を
す
る
「
印
地
打
」
や
「
石
合
戦
」
「
力
石
競
べ
」
な
ど
の
風
俗
が
古
典
に
も
見
え
る
。
「
景
行
紀
」
に
見
え
る

「
蹴
石
」
の
話
も
、
石
を
用
い
て
の
占
い
の
習
俗
を
示
し
て
い
る
。

　
石
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
社
会
経
済
史
的
面
か
ら
も
関
心
が
持
た
れ
る
。

　
古
く
は
、
石
器
時
代
に
お
け
る
「
黒
輝
石
」
の
流
布
の
問
題
は
、
古
代
に
お
け
る
資
材
流
通
に
関
わ
る
興
味
あ
る
問
題
と
な
る
。
近
世
期
、

城
廓
建
築
に
お
け
る
石
垣
と
そ
の
石
材
需
要
・
運
搬
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
。
城
廓
石
垣
の
巨
大
石
、
い
わ
ゆ
る
「
大
名
好
」
石
の
需
要
と

供
給
は
、
た
と
え
ば
著
名
な
大
坂
城
の
巨
大
石
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
興
味
深
々
と
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
近
世
城
廓
築
城
の
問
題
に
開
し
て
は
、
多
分
に
伝
承
的
な
内
容
に
終
始
し
、
膨
大
な
量
の
石
材
供
給
地
が
、
未
だ
鮮
明
に
さ
れ
て
い
な
い

事
例
が
多
い
。

　
城
廓
築
城
に
関
し
て
は
、
そ
の
技
術
面
に
関
し
て
も
、
未
だ
鮮
明
で
な
い
事
例
が
多
い
。
城
廓
建
築
が
外
聞
を
憚
る
秘
密
工
事
で
あ
る
こ

と
か
ら
か
多
く
の
伝
承
を
生
む
。
九
州
各
地
の
城
郭
に
お
い
て
、
加
藤
清
正
が
築
城
に
関
与
し
た
と
い
う
伝
承
が
多
い
が
、
事
実
関
係
は
甚

だ
疑
わ
し
い
。
ま
た
、
石
工
と
し
て
、
穴
生
石
工
が
参
加
し
た
と
い
う
伝
承
も
各
地
に
あ
る
も
の
の
、
事
実
と
し
て
は
疑
わ
し
い
点
が
少
な



く
な
い
。

　
石
材
加
工
に
関
わ
る
石
工
は
、
著
名
な
穴
生
石
工
の
特
殊
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
民
間
に
お
け
る
石
加
工
技
術
で
の
耕
地
の
石
垣
、
家
屋

敷
に
お
け
る
石
垣
築
造
技
術
の
問
題
に
関
心
が
持
た
れ
る
。
特
に
、
九
州
各
地
に
お
け
る
近
世
末
期
の
「
石
橋
」
築
造
を
め
ぐ
る
問
題
は
重

要
で
あ
ろ
う
。

　
岩
石
の
利
用
は
、
屋
敷
・
礎
石
・
石
畳
・
石
置
き
屋
根
・
石
橋
・
石
樋
・
石
臼
・
石
棺
・
石
塔
・
砥
石
な
ど
、
驚
く
べ
き
多
様
性
を
持
っ

て
い
る
。
ま
た
、
「
石
」
は
、
特
殊
鉱
石
と
し
て
栽
翠
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
始
め
、
古
代
以
来
、
人
々
を
魅
惑
す
る
「
宝
石
」
と
し
て
も
社

会
史
を
飾
り
続
け
て
い
る
。

　
信
仰
史
に
お
い
て
、
木
材
よ
り
も
技
術
的
に
難
度
の
大
き
い
石
材
を
用
い
て
仏
神
像
を
彫
刻
し
た
と
い
う
こ
と
へ
の
疑
間
も
な
く
も
な
い
。

　
こ
う
し
た
面
か
ら
考
え
る
時
、
石
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
研
究
課
題
を
提
起
し
続
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
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